
JP 2009-294466 A 2009.12.17

10

(57)【要約】
【課題】被検部位の観察に十分な光量を得ることのでき
る個数の発光体を設けることができるとともに、アダプ
タの全長の短縮化を図ることができる構成を具備する内
視鏡用側視アダプタを提供する。
【解決手段】アダプタ本体１４０と、アダプタ本体１４
０の外周面１４０ｇの一部に設けられた、被検部位に対
し照明光を照射するＬＥＤ１５０と、アダプタ本体１４
０の挿入方向Ｓの先端における外周面１４０ｇの一部に
おいて、少なくとも一部がＬＥＤ１５０よりも挿入方向
Ｓの先端側に位置するよう設けられた、挿入方向Ｓとは
方向が異なる第１の光軸Ｋを有する被検部位を観察する
対物レンズ１４３と、を具備したことを特徴とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検部位に挿入される内視鏡の細長な挿入部の挿入方向の先端側に対し着脱自在な内視
鏡用側視アダプタであって、
　アダプタ本体と、
　前記アダプタ本体の外周面の一部に設けられた、前記被検部位に対し照明光を照射する
発光体と、
　前記アダプタ本体の前記挿入方向の先端における前記外周面の一部において、少なくと
も一部が前記発光体よりも前記挿入方向先端側に位置するよう設けられた、前記挿入方向
とは方向が異なる第１の光軸を有する前記被検部位を観察する対物光学系と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡用側視アダプタ。
【請求項２】
　前記発光体は、前記アダプタ本体の外周面の一部において、前記照明光の照射中心軸が
、前記挿入方向に直交する方向から前記挿入方向の先端側に傾いて設けられていることを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡用側視アダプタ。
【請求項３】
　前記アダプタ本体において、該アダプタ本体の中心軸を中心として、前記挿入方向に直
交する方向において前記発光体が位置する一方の側とは反対側の他方の側に、前記挿入方
向に沿って形成された貫通孔と、
　前記貫通孔に設けられた、前記アダプタ本体に前記内視鏡の先端側が装着された際、前
記内視鏡の先端側に設けられた内視鏡レンズ群と、前記第１の光軸とは異なる前記挿入方
向に平行な第２の光軸が一致するレンズ群と、
　前記アダプタ本体に設けられた、前記対物光学系に入光した光を、前記レンズ群へと反
射させる反射光学系と、
　をさらに具備していることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡用側視アダプ
タ。
【請求項４】
　前記アダプタ本体の前記挿入方向の後端側において、前記レンズ群の前記挿入方向の後
端側に位置するレンズが露出されるよう形成されるとともに、前記内視鏡の前記挿入方向
の先端側に形成された凸部が嵌入自在な凹部と、
　前記凹部の底面において、前記他方の側に設けられた、前記凹部に前記凸部が嵌入され
た際、前記凸部に設けられた第１の電気接点が電気的に接続されることにより、前記発光
体に電力を供給する第２の電気接点と、
　をさらに具備することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡用側視
アダプタ。
【請求項５】
　前記発光体は、前記アダプタ本体の前記外周面の一部において、前記対物光学系よりも
挿入方向の後端側の位置と、平面視した状態で前記対物光学系を挟む位置との少なくとも
一方の位置に設けられていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の内視
鏡用側視アダプタ。
【請求項６】
　前記対物光学系は、前記第１の光軸に沿った複数のレンズから構成されていることを特
徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡用側視アダプタ。
【請求項７】
　前記複数のレンズを保持するとともに、前記アダプタ本体に対して着脱可能な前記アダ
プタ本体とは別体のレンズ枠をさらに具備していることを特徴とする請求項６に記載の内
視鏡用側視アダプタ。
【請求項８】
　前記反射光学系は、ダハプリズムから構成されていることを特徴とする請求項１～５の
いずれか１項に記載の内視鏡用側視アダプタ。
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【請求項９】
　前記対物光学系は、前記アダプタ本体の前記外周面の一部において、前記第１の光軸が
、前記挿入方向に直交する方向から前記挿入方向の先端側に傾いて設けられていることを
特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡用側視アダプタ。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡用側視アダプタが、内視鏡の挿入方向の先
端側に対して着脱自在なことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検部位に挿入される内視鏡の細長な挿入部の挿入方向の先端側に対し着脱
自在な内視鏡用側視アダプタ、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療
分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を被検部位である体腔内に挿入すること
によって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に挿入し
た処置具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を被検部位であるジェッ
トエンジン内や、工場の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察
や各種処置等を行うことができる。
【０００４】
　内視鏡の挿入部の挿入方向先端（以下、単に先端と称す）側の先端部内に、対物光学系
や、ＣＣＤ等の撮像素子を具備する撮像部や、被検部位を照明する照明部等が具備されて
いる。尚、対物光学系及び照明部が、挿入部の先端部に着脱自在な、既知の光学アダプタ
内に設けられた構成も周知である。
【０００５】
　尚、光学アダプタとしては、挿入方向前方の被検部位を観察するための直視アダプタと
、挿入方向とは直交する方向の被検部位を観察するための側視アダプタとが周知であり、
各アダプタは、観察対象や用途に応じて使い分けられている。また、直視アダプタ、側視
アダプタのそれぞれにおいて、視野角の異なる複数のアダプタが存在するとともに、これ
らも、観察対象や用途に応じて使い分けられている。
【０００６】
　また、側視アダプタにおいては、挿入方向に直交する方向を観察するため、対物光学系
及び照明部を構成する照明レンズは、アダプタの外周面の一部に設けられている。尚、照
明レンズは、内視鏡の挿入部、操作部、ユニバーサルコード及びアダプタ内に挿通された
ライトガイド（以下、ＬＧと称す）の先端側に設けられており、照明レンズは、ＬＧを介
して内視鏡が接続された光源装置から供給された光を、被検部位に照射する。
【０００７】
　ここで、ＬＧは、内視鏡の挿入部、操作部、ユニバーサルコード及びアダプタ内に挿通
されていることから、所定の長さを有するため、光源装置から供給された光の光量が減衰
しやすい他、ＬＧは、所定の径を有するため、挿入部及びアダプタを細径化する際の妨げ
になるといった問題があった。そのため、光源装置及びＬＧを用いた構成よりも、消費電
力を小さくすることのできる構成が照明部に望まれていた。
【０００８】
　このような事情に鑑み、近年、挿入部の先端部またはアダプタに、ＬＥＤ等の発光体を
設け、ＬＥＤにリード線等を介して電力を供給することにより、ＬＥＤの発光によって被
検部位を照明する照明部の構成がみられるようになった。
【０００９】
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　このような構成によれば、ＬＧ及び光源装置が不要となる他、リード線はＬＧよりも細
径なため、挿入部及びアダプタを細径化することができるばかりか、ＬＥＤは光源装置よ
りも低い電力で駆動可能なことから、消費電力を従来よりも低減させることができる。
【００１０】
　ところで、ＬＥＤを用いる場合、ＬＥＤ１個の発光量は非常に少ないため、被検部位を
照明する一定の光量、具体的には、ＬＧを用いた光量と同程度の光量を確保するためには
、通常、複数個のＬＥＤを用いるのが一般的である。
【００１１】
　ここで、ＬＥＤを、側視アダプタの外周面の一部に設ける場合、ＬＥＤは、対物光学系
によって観察される被検部位を照明する必要があることから、アダプタの外周面の一部に
おいて、対物光学系が設けられた位置の近傍であって、挿入方向に沿ったアダプタの中心
軸を基準として、対物光学系が設けられた位置と同じ側に設けられている必要がある。
【００１２】
　しかしながら、アダプタの細径化を図ると、アダプタの外周面における対物光学系が配
置されている位置周りのスペースは、対物光学系の大きさとアダプタの外径とを考慮する
と非常に狭いことから、対物光学系の周囲に、例えばＬＥＤを１～３個程度設けることは
できても、ＬＥＤを５個以上設けることが難しいといった問題があった。
【００１３】
　このような問題に鑑み、特許文献１には、側視アダプタの外周面の一部において、対物
光学系と同じ側であって、対物光学系よりも先端側の位置に、ＬＥＤを複数個配設できる
スペースを設け、該スペースに、複数個のＬＥＤを設けた構成が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－１０６１６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ところが、特許文献１に開示された構成のように、側視アダプタの外周面の一部におい
て、対物光学系よりも先端側の位置にＬＥＤを設けると、ＬＥＤを設けた分、アダプタの
全長が挿入方向に長くなってしまう（硬質部長が長くなる）ため、Ｌ字状の管内検査のた
め挿入部を挿入する場合等における、挿入に伴って挿入部の進行方向を可変する場合にお
いて、管路の屈曲部におけるアダプタの挿通性が従来よりも低下してしまうといった問題
があった。
【００１５】
　また、管路の径が挿入部の外径に略等しい細径の管路に対し、側視アダプタを用いて観
察を行う際、例えばＬ字型の管路において、アダプタの先端側を管路内の壁部に突き当て
た状態で管路の屈曲部近傍を、対物光学系で観察する手法が一般的に行われている。
【００１６】
　この場合、ＬＥＤが対物光学系よりも先端側（挿入方向側）に設けられて、アダプタの
全長が挿入方向に従来よりも長く形成されていると、アダプタの先端を壁部に突き当てた
場合、屈曲部に対し、対物光学系が挿入方向後端側にずれて位置してしまうため対物光学
系が屈曲部に対して対向せず、対物光学系の視野角が不足し、その結果、屈曲部の観察が
行えなくなってしまうといった問題もあった。
【００１７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、被検部位の観察に十分な光量を得
ることのできる個数の発光体を設けることができるとともに、アダプタの全長の短縮化を
図ることができる構成を具備する内視鏡用側視アダプタ、内視鏡装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡用側視アダプタは、被検部位に挿入され
る内視鏡の細長な挿入部の挿入方向の先端側に対し着脱自在な内視鏡用側視アダプタであ
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って、アダプタ本体と、前記アダプタ本体の外周面の一部に設けられた、前記被検部位に
対し照明光を照射する発光体と、前記アダプタ本体の前記挿入方向の先端における前記外
周面の一部において、少なくとも一部が前記発光体よりも前記挿入方向先端側に位置する
よう設けられた、前記挿入方向とは方向が異なる第１の光軸を有する前記被検部位を観察
する対物光学系と、を具備したことを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明による内視鏡装置は、請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡用側視
アダプタが、内視鏡の挿入方向の先端側に対して着脱自在なことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、被検部位の観察に十分な光量を得ることのできる個数の発光体を設け
ることができるとともに、アダプタの全長の短縮化を図ることができる構成を具備する内
視鏡用側視アダプタ、内視鏡装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下、内視鏡装置は、携帯
性に優れたショルダ式の工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明する。
【００２２】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図である。  
　図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と、該内視鏡２に接続された装置本体３
と、内視鏡用側視アダプタ（以下、単にアダプタと称す）５５とにより主要部が構成され
ている。
【００２３】
　内視鏡２は、細長で可撓性を有する細径の挿入部２５と、該挿入部２５の挿入方向Ｓの
後端（以下、単に後端と称す）に接続された、把持部２７を有する操作部２４と、該操作
部２４の把持部２７から延出された可撓性を有するユニバーサルコード２６とにより主要
部が構成されている。
【００２４】
　挿入部２５に、該挿入部２５の挿入方向Ｓの先端（以下、単に先端と称す）側から順に
、アダプタ５５が着脱自在な先端部１５と、操作部２４の湾曲操作レバー２３１の湾曲操
作により、例えば上下／左右方向に湾曲される湾曲部２２と、可撓性部材にて形成された
長尺な可撓管部２３とが連設されており、可撓管部２３の後端部が操作部２４に接続され
ている。
【００２５】
　操作部２４に、湾曲部２２を湾曲動作させる湾曲操作レバー２３１が少なくとも４方向
に傾倒自在となるよう直立して配設されている。
【００２６】
　湾曲操作レバー２３１は、操作者により傾倒方向が変化されることによって、湾曲部２
２を上下／左右の４方向の内、いずれかの方向に、挿入部２５内に挿通された後述する湾
曲操作ワイヤ１３１（図３参照）を介して湾曲動作させる。尚、操作部２４には、湾曲操
作レバー２３１の他、後述する撮像素子７２（図３参照）における各種撮像動作を指示す
る各種スイッチ（不図示）が配設されている。
【００２７】
　操作部２４から延出したユニバーサルコード２６の端部が接続された装置本体３は、例
えば箱状を有しており、例えばマグネシウムダイキャストにより構成された外装筐体２３
５により覆われた内部に、画像処理用のＣＰＵ等の電気部品（図示されず）や、後述する
ＬＥＤ１５０（図３参照）に電源を供給する図示しないバッテリユニット等が配設されて
いる。
【００２８】
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　また、装置本体３の外装筐体２３５に、内視鏡２の撮像素子７２により撮像された内視
鏡画像を表示するモニタ７が、外装筐体２３５に対し開閉自在に固定されている。尚、モ
ニタ７は、外装筐体２３５に対し着脱自在であっても構わない。
【００２９】
　また、装置本体３の携帯性を向上させるため、装置本体３を操作者の肩等に掛けるため
のベルト１０が、例えば装置本体３に対して着脱自在となるよう、外装筐体２３５に２点
で固定されている。
【００３０】
　さらに、箱状の外装筐体２３５の４辺に、装置本体３を戴置するためのゴム（例えばＮ
ＢＲ）等により形成された、例えば４つの脚部２５８が固定されている。
【００３１】
　次に、挿入部２５の先端側の構成と、アダプタ５５の構成について、図２～図６を用い
て説明する。
【００３２】
　図２は、図１の内視鏡の挿入部の先端側を示す拡大斜視図、図３は、図１の内視鏡の挿
入部の先端部にアダプタが装着された状態における挿入部の先端側及びアダプタの構成を
示す断面図、図４は、図３のアダプタの拡大断面図、図５は、図４のアダプタを図４中の
V方向から見た平面図、図６は、図４のアダプタを図４中のVIの方向からみた平面図であ
る。
【００３３】
　図２、図３に示すように、先端部１５は、ステンレス、チタン、鉄等の金属材料から略
筒状に形成された先端部本体３０を具備している。
【００３４】
　先端部本体３０の先端面３０ｐに、図２、図３に示すように、先端面３０ｐから先端側
に突出する凸部３０ｈが形成されている。凸部３０ｈは、先端部１５にアダプタ５５が装
着された際、アダプタ５５の後述するアダプタ本体１４０の後端面１４０ｐに形成された
凹部１４０ｈに嵌合されることにより、先端部１５に対するアダプタ５５の位置決めを行
う部材である。
【００３５】
　尚、凸部３０ｈは、先端部本体３０の先端面３０ｐにおいて、挿入部２５及びアダプタ
５５の中心軸Ｃを中心として、挿入方向Ｓに直交する方向Ｐにおいて、一方の側Ｐ１とは
反対側の他方の側Ｐ２に大部分が位置するよう形成されている。
【００３６】
　凸部３０ｈに、挿入方向Ｓに沿って先端側が突出面３０ｔに開口する貫通孔３０ｂが形
成されており、該貫通孔３０ｂには、内視鏡レンズ群３５を保持する対物レンズ枠５０と
、該対物レンズ枠５０の外周に嵌合された撮像素子保持枠３６が嵌入されて固定されてい
る。尚、内視鏡レンズ群３５は、光軸中心が、挿入方向Ｓと平行な第２の光軸Ｌと一致す
るよう対物レンズ枠５０に保持されている。
【００３７】
　また、対物レンズ枠５０は、図２、図３に示すように、内視鏡レンズ群３５の先端側の
レンズの先端面が、凸部３０ｈの突出面３０ｔと略同一面となるよう、撮像素子保持枠３
６とともに貫通孔３０ｂに固定されている。
【００３８】
　また、凸部３０ｈの突出面３０ｔであって、他方の側Ｐ２において、図２に示すように
、貫通孔３０ｂを挿入方向Ｓ及び該挿入方向Ｓに直交する方向Ｐに直交する方向Ｑにおい
て挟むように、挿入方向Ｓに沿って先端側が突出面３０ｔに開口する２つの貫通孔３０ｅ
が形成されており、各貫通孔３０ｅに、第１の電気接点である接点１７が設けられている
。
【００３９】
　接点１７は、先端が凸部３０ｈの突出面３０ｔに臨むよう各貫通孔３０ｅにそれぞれ設
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けられている。また、接点１７の後端部に、挿入部２５、操作部２４、ユニバーサルコー
ド２６内に挿入された図示しないリード線の先端側が、例えば半田により電気的に接続さ
れている。リード線の後端は、装置本体３内に設けられた上述したバッテリユニットに電
気的に接続されている。
【００４０】
　接点１７及びリード線は、装置本体３内に設けられたバッテリユニットからの電力を、
アダプタ５５の後述するＬＥＤ１５０に供給する用に用いられるものである。
【００４１】
　また、撮像素子保持枠３６の後端側の内周に、２枚のカバーガラス７１が保持されてお
り、後端側のカバーガラス７１の後端面に、ＣＣＤ等の撮像素子（以下、ＣＣＤと称す）
７２が貼着されている。さらに、撮像素子７２の後端面に、複数の電気基板７３が貼着さ
れている。尚、電気基板７３は、ＣＣＤ７２に電気的に接続されている。
【００４２】
　電気基板７３に、撮像用ケーブル８０内に設けられた複数の撮像用のリード線８１の先
端における絶縁用の外皮樹脂から剥き出しになった部位が、例えば半田により電気的に接
続されている。
【００４３】
　撮像用ケーブル８０は、外周が、ノイズ対策用の金属素線が編組されることにより構成
されており、挿入部２５、操作部２４、ユニバーサルコード２６内に挿通されている。尚
、撮像用ケーブル８０の複数の撮像用のリード線８１の後端は、装置本体３内に設けられ
た画像処理用の画像生成回路等に電気的に接続されている。複数の撮像用のリード線８１
は、撮像素子７２と装置本体３内の画像処理用の画像生成回路等の基板との間で、撮像信
号の送受信を行うものである。
【００４４】
　また、電気基板７３には、コンデンサやＩＣ等の電気部品が搭載されている。ここで、
工業用に用いる内視鏡２の中には、挿入部２５が、例えば１０ｍと長いものも存在するこ
とから、挿入部２５内に挿通された撮像用ケーブル８０内の複数の撮像用のリード線８１
を介するＣＣＤ７２からの出力信号や、ＣＣＤ７２を駆動する駆動信号が減衰しやすくな
るばかりか歪みやすくなることがある。電気基板７３は、撮像用ケーブル８０の長さによ
って減衰するとともに歪んだ出力信号及び駆動信号を増幅する機能を有している。
【００４５】
　また、撮像素子７２、電気基板７３、複数のリード線８１、撮像用ケーブル８０の先端
側の外周には、これらを覆うように、先端がカバーガラス７１の外周に固定され、後端が
撮像用ケーブル８０の先端側の外周に固定された熱収縮チューブ７４が設けられている。
【００４６】
　また、先端部本体３０の凸部３０ｈを避けた一方の側Ｐ１の位置に、処置具等が通過可
能なチャネル１８が形成されている。チャネル１８は、挿入部２５、操作部２４、ユニバ
ーサルコード２６内に形成されており、先端が、図２に示すように、先端部本体３０の一
方の側Ｐ１における先端面３０ｐにおいて開口している。
【００４７】
　また、図３に示すように、先端部本体３０の凸部３０ｈよりも後端側の位置における外
周において、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、アダプタ５５の後述する止め輪
１７１のネジ部１７１ｍが螺合するネジ部３０ｍが形成されている。
【００４８】
　さらに、先端部本体３０の後端部の内周に、ネジ部３０ｎが形成されており、ネジ部３
０ｎに、接続管１６０の先端側の外周に形成されたネジ部１６０ｎが螺合される。このこ
とにより、先端部本体３０の後端側の内周に、接続管１６０の先端側の外周が固定されて
いる。
【００４９】
　また、接続管１６０の後端側の外周に、管状の湾曲部先端硬質部１３９の先端側の内周
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が嵌合固定されている。また、湾曲部先端硬質部１３９の挿入方向Ｓの中途位置に、挿入
部２０内に挿通された湾曲部２２を湾曲させる用の湾曲操作ワイヤ１３１の先端側が固定
されるワイヤ止め１９２が設けられている。
【００５０】
　また、湾曲部先端硬質部１３９の先端側の外周に、ゴムチューブ１９１の先端側が、ケ
ブラー等から構成された糸巻き１９６によって固定されている。ゴムチューブ１９１は、
湾曲部２２の水密を保持するためのものである。
【００５１】
　さらに、ゴムチューブ１９１の外周に、外ブレード１９０が被覆しており、外ブレード
１９０の先端側は、接続管１６０の後端側の糸巻き１９６よりも先端側の位置の外周に、
ケブラー等から構成された糸巻き１９５により固定されている。
【００５２】
　外ブレード１９０は、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な金属素線の網管から構成され
ることにより、挿入部２５を、例えばジェットエンジン内に挿入した際、ジェットエンジ
ン内の部品等の接触により、湾曲部２２が損傷してしまうことを保護する。
【００５３】
　図３、図４に示すように、アダプタ５５は、銅、真鍮、アルミニウム等の熱伝導率の高
い材料から形成されたアダプタ本体１４０を具備して構成されている。
【００５４】
　アダプタ本体１４０の後端面１４０ｐにおいて、アダプタ５５が先端部１５に装着され
た際、凸部３０ｈに対向する位置に、後端面１４０ｐから挿入方向Ｓに沿って先端側に凹
んで形成された凹部１４０ｈが形成されている。
【００５５】
　凹部１４０ｈは、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、凸部３０ｈが嵌合すると
ともに、凸部３０ｈの突出面３０ｔが凹部１４０ｈの底面１４０ｔに当接するよう形成さ
れている。
【００５６】
　アダプタ本体１４０の凹部１４０ｈが形成された他方の側Ｐ２の位置に、挿入方向Ｓに
沿って貫通孔１４０ｂが形成されており、該貫通孔１４０ｂに、レンズ群１４２が、該レ
ンズ群１４２の後端側に位置するレンズが、凹部１４０ｈの底面１４０ｔから露出される
よう嵌入されて固定されている。
【００５７】
　レンズ群１４２は、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、凹部１４０ｈに凸部３
０ｈが嵌合するとともに、突出面３０ｔが底面１４０ｔに当接することにより、内視鏡レ
ンズ群３５と第２の光軸Ｌが一致する。
【００５８】
　また、図４、図５に示すように、アダプタ本体１４０の凹部１４０ｈが形成された他方
の側Ｐ２の位置であって、貫通孔１４０ｂを避けた位置に、貫通孔１４０ｂを方向Ｑにお
いて挟むように、先端がアダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１の外周面１４０ｇに形成され
た穴１４０ｄの底面１４０ｗに開口し、後端が凹部１４０ｈの他方の側Ｐ２における底面
１４０ｔの位置に開口する曲線形状を有する２本の貫通孔１４０ｊが形成されている。
【００５９】
　各貫通孔１４０ｊには、リード線１４６と、第２の電気接点である接点ピン１４８とが
設けられている。詳しくは、リード線１４６の先端は、後述するＬＥＤ基板１５１に電気
的に接続されており、後端は、接点ピン１４８に電気的に接続されている。また、接点ピ
ン１４８は、他方の側Ｐ２において、凹部１４０ｈの底面１４０ｔに露出するとともに、
後端側にスプリング等によって付勢されて突出するよう設けられている。
【００６０】
　尚、後述するＬＥＤ基板１５１が発熱した際、アダプタ本体１４０を介してアダプタ５
５が装着された先端部１５の先端部本体３０に熱を伝達するときの熱伝達ルートは、アダ
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プタ本体１４０においては、一方の側Ｐ１となっていることから、接点ピン１４８は、熱
伝達ルートを避けた位置に、アダプタ本体１４０において設けられている。
【００６１】
　接点ピン１４８には、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、凹部１４０ｈに凸部
３０ｈが嵌合するとともに、凸部３０ｈに設けられた接点１７が接点ピン１４８をバネの
付勢力に抗して先端側に押圧しながら当接することにより接点１７が電気的に接続される
。この際、凸部３０ｈの突出面３０ｔは、凹部１４０ｈの底面１４０ｔに当接する。
【００６２】
　このことにより、上述したバッテリユニットから供給された電力は、接点１７、接点ピ
ン１４８、リード線１４６を介して、後述するＬＥＤ１５０に供給される。
【００６３】
　また、アダプタ本体１４０の先端側の外周面１４０ｇにおける一方の側Ｐ１は、図３、
図４に示すように、切欠部１４５によって、断面がＬ字状となるように切りかかれている
。このことから、切欠部１４５によって形成された切り欠き面１４０ｋは、一方の側Ｐ１
における外周面１４０ｇよりも直交方向Ｐにおいて低く位置している。
【００６４】
　また、図３、図４に示すように、アダプタ本体１４０の先端側には、外周面１４０ｇの
一部及びアダプタ本体１４０の先端面を覆うように、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な
金属から形成された外装カバー１７０が嵌合されている。
【００６５】
　さらに、図３、図４、図６に示すように、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇの一部
、具体的には、アダプタ本体１４０の切り欠き面１４０ｋの先端における方向Ｑの略中央
部に、直交方向Ｐに沿って、上述した貫通孔１４０ｂに連通する穴１４０ｃが形成されて
いる。
【００６６】
　また、穴１４０ｃには、挿入方向Ｓ及び第２の光軸Ｌとは光軸方向が異なる第１の光軸
Ｋに沿って、被検部位を観察する対物光学系である対物レンズ１４３が、該対物レンズ１
４３の観察面が切り欠き面１４０ｋと略同一面となるように設けられている。尚、対物レ
ンズ１４３は、図６に示すように、少なくとも一部が、後述するＬＥＤ１５０よりも先端
側に位置するよう設けられているとともに、アダプタ本体１４０において、最も先端側に
設けられている。
【００６７】
　さらに、穴１４０ｃには、対物レンズ１４３よりも直交方向Ｐの図４中下方に、対物レ
ンズ１４３に入光した光をレンズ群１４２へと反射させる、言い換えれば、対物レンズ１
４３に入光した光の光軸を、第１の光軸Ｋから第２の光軸Ｌへと変換する反射光学系であ
るプリズム１４４が設けられている。
【００６８】
　また、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇの一部、具体的には、アダプタ本体１４０
の一方の側Ｐ１における外周面１４０ｇにおいて、切り欠き面１４０ｋより挿入方向Ｓの
後端側に、直交方向Ｐに沿って穴１４０ｄが形成されている。尚、穴１４０ｄの底面１４
０ｗは、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾く傾斜面に形成されている。
【００６９】
　また、底面１４０ｗは、直交方向Ｐにおいて、他方の側Ｐ２に設けられた貫通孔１４０
ｂとは十分離れて位置している。言い換えれば、リード線１４６が挿通された貫通孔１４
０ｊが形成されるアダプタ本体１４０の直交方向Ｐにおけるスペースが十分確保されてい
るとともに、一方の側Ｐ１における熱伝達ルートが広く確保されている。
【００７０】
　また、底面１４０ｗには、リード線１４６の先端が電気的に接続されたＬＥＤ基板１５
１が設けられており、ＬＥＤ基板１５１上には、図３、図４、図６に示すように、複数、
例えば１５個の発光体であるＬＥＤ１５０が設けられている。尚、ＬＥＤ１５０の個数は
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、１５個に限定されない。
【００７１】
　即ち、ＬＥＤ１５０は、傾斜面となる底面１４０ｗ上に設けられていることから、ＬＥ
Ｄ１５０は、底面１４０ｗにおいて、ＬＥＤ１５０から照射される照明光の照射中心軸Ｒ
が、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう設けられている。また、ＬＥＤ１５０
は、対物レンズ１４３よりも後端側に設けられている。
【００７２】
　尚、ＬＥＤ１５０は、図６に示すように、アダプタ本体１４０において、平面視した状
態で方向Ｑにおいて、対物レンズ１４３を挟む位置において、直交方向Ｐに沿って形成さ
れた穴１４０ｅにも複数個、例えば３個ずつ、それぞれＬＥＤ基板１５１上に設けられて
いる。尚、この場合においてもＬＥＤ１５０の個数は３個に限定されない。また、この場
合、穴１４０ｅの図示しない底面は、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾く必要がな
く、直交方向Ｐに対し垂直となるよう形成されていればよい。
【００７３】
　さらに、平面視した状態で方向Ｑにおいて、対物レンズ１４３を挟む位置において設け
られたＬＥＤ１５０よりも、対物レンズ１４３は、少なくとも一部が先端側に位置するよ
うアダプタ本体１４０に設けられている。
【００７４】
　また、各穴１４０ｄ、１４０ｅには、ＬＥＤ１５０を覆うように、透明な封止樹脂１５
２が充填されている。
【００７５】
　さらに、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇにおいて、外装カバー１７０よりも後端
側に、図３、図４、図６に示すように、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な金属から筒状
に形成された止め輪１７１の先端側の内周が嵌合されて、固定されている。
【００７６】
　止め輪１７１の後端側の内周面には、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、先端
部本体３０の外周面に形成されたネジ部３０ｍに螺合するネジ部１７１ｍが形成されてい
る。
【００７７】
　このように、本実施の形態においては、対物レンズ１４３は、アダプタ本体１４０の一
方の側Ｐ１の外周面１４０ｇの先端において、第１の光軸Ｋに沿って、観察面が切り欠き
面１４０ｋと略同一面となるとともに、少なくとも一部が、ＬＥＤ１５０よりも挿入方向
Ｓの先端側に位置するよう設けられていると示した。
【００７８】
　また、ＬＥＤ１５０は、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１の外周面１４０ｇにおいて
、切り欠き面１４０ｋよりも後端側に形成された穴１４０ｄに複数個設けられている、言
い換えれば、対物レンズ１４３よりも後端側に複数個設けられていると示した。
【００７９】
　さらに、ＬＥＤ１５０は、穴１４０ｄの底面１４０ｗが、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの
先端側に傾くよう形成されていることにより、ＬＥＤ１５０から照射される照明光の照射
中心軸Ｒが、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう設けられていると示した。
【００８０】
　また、ＬＥＤ１５０は、アダプタ本体１４０において、平面視した状態で方向Ｑにおい
て、対物レンズ１４３を挟む位置において、直交方向Ｐに沿って形成された穴１４０ｅに
も複数個設けられていると示した。
【００８１】
　このことによれば、アダプタ本体１４０に対して、従来のように、被検部位の観察に十
分な光量を得ることのできる複数個のＬＥＤ１５０を、対物レンズ１４３よりも先端側に
設けることがないことから、アダプタ５５の挿入方向Ｓにおける全長を従来よりも短縮化
することができる。
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【００８２】
　よって、例えばアダプタ５５を先端部１５に装着した状態において、挿入部２５をＬ字
状の管路に挿入した場合等において、管路内の屈曲部におけるアダプタ５５の挿通性が従
来よりも向上する。
【００８３】
　また、挿入部２５をＬ字状の管路に挿入した場合等において、アダプタ５５の先端を管
路内の壁部に突き当てた状態で、屈曲部近傍の管路内を、対物レンズ１４３で観察する場
合、対物レンズ１４３がアダプタ本体１４０において、最も先端側に設けられていること
から、屈曲部に対し、対物レンズ１４３が確実に対向するため、屈曲部近傍の観察を確実
に行うことができる。
【００８４】
　さらに、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１における外周面１４０ｇに形成された穴１
４０ｄに対して、ＬＥＤ１５０から照射される照明光の照射中心軸Ｒが、直交方向Ｐから
挿入方向Ｓの先端側に傾くようＬＥＤ１５０が設けられていることから、ＬＥＤ１５０は
、図４に示すように、対物レンズ１４３の観察方向に対し、確実に照明光を照射すること
ができるため、対物レンズ１４３に対し、特に被検部位が近接している場合において、配
向良く、照明光を供給することができる。
【００８５】
　また、本実施の形態においては、ＬＥＤ１５０が設けられる穴１４０ｄの底面１４０ｗ
は、直交方向Ｐにおいて、他方の側Ｐ２に設けられた貫通孔１４０ｂとは十分離れて位置
していると示した。
【００８６】
　このことによれば、ＬＥＤ１５０の発光に伴うＬＥＤ基板１５１の発熱による熱を伝達
するのに十分な熱伝達部位をアダプタ本体１４０に確保できると共に、ＬＥＤ基板１５１
を配置する位置をより内視鏡の先端部１５に近づけることができることから、アダプタ本
体１４０に対する熱伝達性を向上させることができ、ＬＥＤ基板１５１の熱を効率良く放
熱することができる。
【００８７】
　上述したように、ＬＥＤ１５０は、対物レンズ１４３よりも後端側に設けられているこ
とにより、ＬＥＤ基板１５１からアダプタ本体１４０に伝達された熱を、ＬＥＤ１５０が
対物レンズ１４３よりも先端側に設けられている従来の場合に比べ、よりも早くアダプタ
５５が装着される先端部１５の先端部本体３０に熱を伝達することができるため、放熱効
率が従来よりも向上する。
【００８８】
　よって、ＬＥＤ１５０の発光に伴う温度上昇を抑えることができることから、従来より
もＬＥＤ１５０の高寿命化を図ることができるとともに、ＬＥＤ１５０に供給する電力量
を従来よりも上げることができることから、ＬＥＤ１５０からの発光量を従来よりも向上
させることができる。
【００８９】
　以上から、被検部位の観察に十分な光量を得ることのできる個数の発光体を設けること
ができるとともに、アダプタの全長の短縮化を図ることができる構成を具備する内視鏡用
側視アダプタ、内視鏡装置を提供することができる。
【００９０】
（第２実施の形態）
　図７は、本実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図である。  
　この第２実施の形態のアダプタの構成は、上述した図１～図６に示した第１実施の形態
のアダプタと比して、アダプタに設ける対物光学系が複数の対物レンズから構成されてい
る点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ
符号を付し、その説明は省略する。
【００９１】
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　図７に示すように、本実施の形態におけるアダプタ本体１４０には、図４に示したよう
な切欠部１４５は形成されていない。また、アダプタ本体１４０の先端側には、外周面１
４０ｇの一部及びアダプタ本体１４０の切欠部１４５が形成されていない先端面を覆うよ
うに、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な金属から形成された外装カバー２７０が嵌合さ
れている。
【００９２】
　また、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１における外周面１４０ｇの先端であって、方
向Ｑの略中央部に、直交方向Ｐに沿って、貫通孔１４０ｂに連通する穴１４０ｆが形成さ
れている。穴１４０ｆには、第１の光軸Ｋに沿って、被検部位を観察する対物光学系であ
る複数のレンズから構成された対物レンズ群２４３が、直交方向Ｐにおける先端側に位置
するレンズの観察面がアダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１の外周面１４０ｇと略同一面と
なるように対物レンズ枠２４７に保持されて設けられている。
【００９３】
　尚、本実施の形態においても、対物レンズ群２４３は、図７に示すように、少なくとも
一部が、ＬＥＤ１５０よりも挿入方向Ｓの先端側に位置するよう設けられているとともに
、アダプタ本体１４０における最も先端に設けられている。また、第１実施の形態同様、
ＬＥＤ１５０は、平面視した状態で方向Ｑにおいて、対物レンズ群２４３を挟む位置にも
設けられている。
【００９４】
　さらに、穴１４０ｆには、対物レンズ群２４３よりも直交方向Ｐの図７中下方に、対物
レンズ群２４３に入光した光をレンズ群１４２へと反射させる、言い換えれば、対物レン
ズ群２４３に入光した光の光軸を、第１の光軸Ｋから第２の光軸Ｌへと変換するプリズム
１４４が設けられている。
【００９５】
　このような構成によれば、上述した第１実施の形態よりも対物光学系のレンズ数が増え
るため、製造コストは高くなる他、製造工程が増えてしまうが、対物レンズ群２４３の直
交方向Ｐにおける先端側に位置するレンズの観察面がアダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１
の外周面１４０ｇと略同一面となるように位置していることから、対物光学系の視野角を
第１実施の形態よりも大きくすることができるため、観察範囲を拡大することができる。
尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同様である。
【００９６】
（第３実施の形態）
　図８は、本実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図である。  
　この第３実施の形態のアダプタの構成は、上述した図７に示した第２実施の形態のアダ
プタと比して、対物光学系を、１枚のレンズから構成するとともに、プリズムをダハプリ
ズムから構成する点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第２実施の形態と同様
の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００９７】
　図８に示すように、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１における外周面１４０ｇの先端
であって、方向Ｑの略中央部に、直交方向Ｐに沿って、貫通孔１４０ｂに連通する穴１４
０ｆが形成されており、穴１４０ｆには、第１の光軸Ｋに沿って、被検部位を観察する対
物光学系である対物レンズ１４３が、直交方向Ｐにおける観察面がアダプタ本体１４０の
一方の側Ｐ１の外周面１４０ｇと略同一面となるよう設けられている。
【００９８】
　尚、本実施の形態においても、対物レンズ１４３は、図８に示すように、少なくとも一
部が、ＬＥＤ１５０よりも挿入方向Ｓの先端側に位置するよう設けられているとともに、
アダプタ本体１４０における最も先端に設けられている。また、第１実施の形態同様、Ｌ
ＥＤ１５０は、平面視した状態で方向Ｑにおいて、対物レンズ１４３を挟む位置にも設け
られている。
【００９９】
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　さらに、穴１４０ｆには、対物レンズ１４３よりも直交方向Ｐの図７中下方に、対物レ
ンズ１４３に入光した光をレンズ群１４２へと反射させる、言い換えれば、対物レンズ１
４３に入光した光の光軸を、第１の光軸Ｋから第２の光軸Ｌへと変換するダハプリズム２
４４が設けられている。
【０１００】
　このような構成によれば、上述した第２実施の形態よりも対物光学系に用いるレンズの
枚数が減ることにより、製造コストの削減を図ることができる他、対物レンズ１４３の直
交方向Ｐにおける観察面が、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１の外周面１４０ｇと略同
一面となるように位置していることから、対物光学系の視野角を対物レンズ１４３により
、第２実施の形態と同等に確保することができる。尚、その他の効果は、上述した第２実
施の形態と同様である。
【０１０１】
（第４実施の形態）
　図９は、本実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図である。  
　この第４実施の形態のアダプタの構成は、上述した図７に示した第２実施の形態のアダ
プタと比して、対物光学系である複数のレンズから構成された対物レンズ群が、該対物レ
ンズ群を保持する対物レンズ枠とアダプタ本体とに夫々別体に形成されている点が異なる
。よって、この相違点のみを説明し、第２実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、
その説明は省略する。
【０１０２】
　図９に示すように、アダプタ本体１４０の先端側の外周面１４０ｇにおける一方の側Ｐ
１は、上述した第１実施の形態同様、切欠部１４５によって、断面がＬ字状となるように
切りかかれている。このことから、切欠部１４５によって形成された切り欠き面１４０ｋ
は、一方の側Ｐ１における外周面１４０ｇよりも直交方向Ｐにおいて低く位置している。
【０１０３】
　また、アダプタ本体１４０の先端側には、外周面１４０ｇの一部及びアダプタ本体１４
０の先端面を覆うように、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な金属から形成された外装カ
バー１７０が嵌合されている。
【０１０４】
　さらに、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇの一部、具体的には、アダプタ本体１４
０の切り欠き面１４０ｋの先端における方向Ｑの略中央部に、直交方向Ｐに沿って、上述
した貫通孔１４０ｂに連通する穴１４０ｃが形成されている。
【０１０５】
　また、穴１４０ｃには、後述する対物レンズ群２４３に入光した光をレンズ群１４２へ
と反射させる、言い換えれば、対物レンズ群２４３に入光した光の光軸を、第１の光軸Ｋ
から第２の光軸Ｌへと変換する反射光学系であるプリズム１４４が、直交方向Ｐの先端面
が切り欠き面１４０ｋと略同一面となるよう設けられている。
【０１０６】
　また、アダプタ本体１４０の切欠部１４５には、第１の光軸Ｋに沿って対物レンズ群２
４３を保持する対物レンズ枠３４７を有する対物レンズユニット３４５が、アダプタ本体
１４０とは別体に着脱自在となっている。尚、対物レンズユニット３４５の断面積は、図
９に示すように、切欠部１４５と同じ大きさを有している。尚、装着後は、対物レンズ群
２４３は、少なくとも一部が、ＬＥＤ１５０よりも先端側に位置しているとともに、アダ
プタ本体１４０において、最も先端側に位置している。
【０１０７】
　切欠部１４５に対して対物レンズユニット３４５を装着した後は、対物レンズ群２４３
の直交方向Ｐの先端側に位置するレンズの観察面は、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１
における外周面１４０ｇと略同一面となるよう位置する。
【０１０８】
　尚、対物レンズユニット３４５は、切欠部１４５に対して、装着後は、接着等により固
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定される。よって、対物レンズユニット３４５を取り外す際は、接着剤を除去した後行わ
れる。
【０１０９】
　このような構成によれば、対物レンズ群２４３が破損した際は、アダプタ５５全体を交
換することなく、対物レンズユニット３４５のみを交換すれば良いことから、即ち、対物
レンズユニット３４５に対するアダプタ本体１４０の共通部品化を図ることができるとと
もに、製造時間を短縮できることから、製造コストを削減することができる。また、アダ
プタ５５の構成が簡単になる。尚、その他の効果は、上述した第２実施の形態と同様であ
る。
【０１１０】
（第５実施の形態）
　図１０は、本実施の形態を示すアダプタを示す平面図、図１１は、図１０中のXI-XI線
に沿うアダプタの断面図である。  
　この第５実施の形態のアダプタの構成は、上述した図１～図６に示した第１実施の形態
のアダプタと比して、対物光学系もＬＥＤとともに、挿入方向に直交する方向から挿入方
向先端側に傾けて設けられている点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実
施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【０１１１】
　アダプタ本体１４０の先端側の外周面１４０ｇにおける一方の側Ｐ１に、図１１に示す
ように、挿入方向Ｓの先端側に向かうに従い、アダプタ本体１４０の直交方向Ｐにおける
径が小さくなるよう傾斜する傾斜面１４０ｘが形成されている。
【０１１２】
　また、図１１に示すように、アダプタ本体１４０の先端側には、外周面１４０ｇの一部
及びアダプタ本体１４０の先端面を覆うように、鉄、チタン、ステンレス等の硬質な金属
から形成された外装カバー３７０が嵌合されている。
【０１１３】
　さらに、図１０、図１１に示すように、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇの一部、
具体的には、アダプタ本体１４０の一方の側Ｐ１における傾斜面１４０ｘの先端における
方向Ｑの略中央部に、直交方向Ｐから所定の角度挿入方向Ｓの先端側に傾くように、上述
した貫通孔１４０ｂに連通する穴１４０ｉが形成されている。
【０１１４】
　また、穴１４０ｉには、挿入方向Ｓ及び第２の光軸Ｌとは光軸方向が異なる第１の光軸
Ｋ’に沿って、被検部位を観察する対物光学系である対物レンズ１４３が、観察面が傾斜
面１４０ｘと略同一面となるように設けられている。即ち、対物レンズ１４３は、第１の
光軸Ｋ’が、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう設けられている。
【０１１５】
　尚、本実施の形態においても、対物レンズ１４３は、図６に示すように、少なくとも一
部が、ＬＥＤ１５０よりも挿入方向Ｓの先端側に位置するよう設けられているとともに、
アダプタ本体１４０における最も先端に設けられている。また、第１実施の形態同様、Ｌ
ＥＤ１５０は、平面視した状態で方向Ｑにおいて、対物レンズ１４３を挟む位置にも設け
られている。
【０１１６】
　さらに、穴１４０ｉには、対物レンズ１４３よりも直交方向Ｐの図４中下方に、対物レ
ンズ１４３に入光した光をレンズ群１４２へと反射させる、言い換えれば、対物レンズ１
４３に入光した光の光軸を、第１の光軸Ｋ’から第２の光軸Ｌへと変換する反射光学系で
あるプリズムセット３４４が設けられている。
【０１１７】
　また、アダプタ本体１４０の外周面１４０ｇの一部、具体的には、アダプタ本体１４０
の一方の側Ｐ１における傾斜面１４０ｘにおいて、対物レンズ１４３よりも後端側に、直
交方向Ｐに対して挿入方向Ｓの先端側に傾斜した穴１４０ｕが形成されている。尚、穴１
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４０ｄの底面１４０ｖは、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾く傾斜面に形成されて
いる。また、本実施の形態においても、底面１４０ｖは、直交方向Ｐにおいて、他方の側
Ｐ２に設けられた貫通孔１４０ｂとは十分離れて位置している。
【０１１８】
　また、底面１４０ｖには、リード線１４６の先端が電気的に接続されたＬＥＤ基板１５
１が設けられており、ＬＥＤ基板１５１上には、複数のＬＥＤ１５０が設けられている。
即ち、ＬＥＤ１５０は、傾斜面となる底面１４０ｖ上に設けられていることから、ＬＥＤ
１５０は、底面１４０ｖにおいて、ＬＥＤ１５０から照射される照明光の照射中心軸Ｒが
、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう設けられている。
【０１１９】
　このように、本実施の形態においては、対物レンズ１４３は、アダプタ本体１４０の一
方の側Ｐ１の先端側に形成された傾斜面１４０ｘにおいて、直交方向Ｐから所定の角度挿
入方向Ｓの先端側に傾くように形成された穴１４０ｉに設けられることにより、第１の光
軸Ｋ’が、直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう設けられていると示した。
【０１２０】
　このことによれば、通常、側視アダプタを先端部１５に装着して挿入部２５を配管等に
挿入させる場合には、挿入方向Ｓの前方の視界を対物レンズ１４３は観察することはでき
ないが、第１の光軸Ｋ’が直交方向Ｐから挿入方向Ｓの先端側に傾くよう対物レンズ１４
３が設けられていることにより、挿入方向Ｓの前方の視界を多少は観察することができる
ことから、挿入部２０の挿通性が向上する。
【０１２１】
　また、この場合、第１実施の形態に示した構成よりも、対物レンズ１４３が傾いている
分、Ｌ字管等における屈曲部近傍が観察し難くなるが、この場合は、湾曲部２２を湾曲さ
せることにより、第１実施の形態と同様の観察を行うことができる。尚、その他の効果は
、上述した第１実施の形態と同様である。
【０１２２】
　さらに、上述した第１～第５実施形態においては、内視鏡装置には、携帯性に優れたシ
ョルダ式の工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明したが、これに限らず、挿入部を装置本
体に収納する大型の工業用の内視鏡装置に適用してもよいことは勿論である。
【０１２３】
　また、工業用の内視鏡装置に限定されず、医療用の内視鏡装置に適用しても本実施の形
態と同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】第１実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図。
【図２】図１の内視鏡の挿入部の先端側を示す拡大斜視図。
【図３】図１の内視鏡の挿入部の先端部にアダプタが装着された状態における挿入部の先
端側及びアダプタの構成を示す断面図。
【図４】図３のアダプタの拡大断面図。
【図５】図４のアダプタを図４中のV方向から見た平面図。
【図６】図４のアダプタを図４中のVIの方向からみた平面図。
【図７】第２実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図。
【図８】第３実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図。
【図９】第４実施の形態を示すアダプタの構成を概略的に示す断面図。
【図１０】第５実施の形態を示すアダプタを示す平面図。
【図１１】図１０中のXI-XI線に沿うアダプタの断面図。
【符号の説明】
【０１２５】
　１…内視鏡装置
　２…内視鏡
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　１７…接点（第１の電気接点）
　２５…挿入部
　３０ｈ…凸部
　３５…内視鏡レンズ群
　５５…アダプタ（内視鏡用側視アダプタ）
　１４０…アダプタ本体
　１４０ｂ…貫通孔
　１４０ｇ…外周面
　１４０ｈ…凹部
　１４０ｔ…底面
　１４２…レンズ群
　１４３…対物レンズ（対物光学系）
　１４４…プリズム（反射光学系）
　１４８…接点ピン（第２の電気接点）
　１５０…ＬＥＤ（発光体）
　２４３…対物レンズ群（複数のレンズ）
　２４４…ダハプリズム
　３４４…プリズムセット（反射光学系）
　３４７…対物レンズ枠
　Ｃ…中心軸
　Ｋ…第１の光軸
　Ｋ’…第１の光軸
　Ｌ…第２の光軸
　Ｐ…挿入方向に直交する方向
　Ｐ１…一方の側
　Ｐ２…他方の側
　Ｒ…照射中心軸
　Ｓ…挿入方向
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